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【凡 例】

… 新設管

… 既設管
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土工①-1

配水管φ150mm DIP-GX布設工 L=275.7m(275.0m)
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(既設GX形継手取外し φ150 1口)
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GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

G-Link×2

Lp=1.0m

GX 曲管 φ150×45°(VB)

GX-G 乙切管 φ150×790

30
0

EF 両受ベンド φ75×45°(CB)

EF 両受ベンド φ75×45°(CB)

EF 乙切管 φ75×964 c

GX形継手一体化長さ

設計水圧  P=1.3MPa

φ150×22 1/2°以下の曲管　　L= 1.0m

φ150×45°以下の曲管　　　　L= 1.0m

（ポリエチレンスリーブ有）
φ150管端部，仕切弁　　　　　L=18.3m

土被り    H=0.70m

  φ150 GX   甲切管 L=680mm，乙切管 L=770mm

・切管を使用する場合は、次の最小寸法を下回らないようにすること。

※最小切管寸法の遵守

※( )内の数字は、防護検討書の検討箇所を示す

：必要一体化長さLp

：不平均力

  φ75 HPPE  甲切管 L=200mm，乙切管 L=250mm

EF 両受ベンド φ75×45°(VB)
EF 乙切管 φ75×1,745 b

6
4

(2)

(2) Lp=1.0m
(2)

T

Lp=1.0m (1)

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

G-Link×1

G-Link×1

GX 直管 φ150×5,000×5本

φ150mm DIP-GX
本設配管図(2)

GX 両受曲管 φ150×22 1/2°(HB)

Lp=1.0m
(1)

GX-G 甲切管 φ150×2,551 ④

GX-G 甲切管 φ150×3,682 ③

A

Lp=1.0m

浅層埋設型急速空気弁 φ25(7.5K)

H

GX 直管 φ150×5,000×7本
DP=0.70
既設Wφ150 DIP

-GX

(3)

GX 両受短管 φ150

G-Link×1

GX 直管 φ150×5,000×3本

浅層埋設型消火栓 φ75(単口･7.5K)

補修弁用ﾌﾗﾝｼﾞ補強金具 φ75(7.5K)

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式) φ75×H150(7.5K･形式2)

(既設GX-G 乙切管 φ150×1,300)

Lp=18.
3m

2GX-G 乙切管 φ150×1,640

3

Lp=1.0m

GX-G 乙切管 φ150×790

GX 両受曲管 φ150×45°(VB)

G-Link×1

(2)

GX 曲管 φ150×45°(VB)

1

A

GX 直管 φ150×5,000×8本

(既設ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ75)

d

作動確認付排気弁 φ25(7.5K)

(既設鋳鉄管撤去 φ150×2,110)

GX-G 甲切管 φ150×3,855 ①

ﾌﾗﾝｼﾞ補強金具 φ75(7.5K)

aEF 乙切管 φ75×1,246

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管 φ150×φ75(7.5K･形式2)
GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管 φ150×φ75(7.5K･形式2)

GX-P 甲切管 φ150×3,925 ②

GX P-Link φ150

GX 曲管 φ150×45°(HB)×2個

GX 曲管 φ150×45°(HB)×2個

G-Link×1

補修弁用ﾌﾗﾝｼﾞ補強金具 φ75(7.5K)

ﾎﾞｰﾙ型補修弁(ﾚﾊﾞｰ式) φ75×H150(7.5K･形式2)

GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管 φ150×φ75(7.5K･形式2)

(既設鋳鉄管切断工 φ200 1口)

(GX 浅層埋設形ﾌﾗﾝｼﾞ付T字管 φ150×φ75(7.5K･形式2))

ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ75(7.5K)

ﾌﾗﾝｼﾞ補強金具 φ75(7.5K)

EF 片受ベンド φ75×45°(VB)

PC短管１号 φ75(7.5K)

PCｼﾞｮｲﾝﾄ φ75

ｻﾄﾞﾙ付分水栓 φ50×φ25

EF 乙切管 φ75×964

A

A

(既設防護ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 1,200×550×1,750)

(既設GX形継手取外し φ200 1口)

FCD合ﾌﾗﾝｼﾞφ150×φ75(7.5K･形式1)

(既設材転用)

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ



：不平均力

Lp ：必要一体化長さ

※( )内の数字は、防護検討書の検討箇所を示す

GX形継手一体化長さ

設計水圧  P=1.3MPa

φ150×22 1/2°以下の曲管　　L= 1.0m

φ150×45°以下の曲管　　　　L= 1.0m

（ポリエチレンスリーブ有）
φ150管端部，仕切弁　　　　　L=18.3m

※最小切管寸法の遵守

・切管を使用する場合は、次の最小寸法を下回らないようにすること。

  φ150 GX   甲切管 L=680mm，乙切管 L=770mm

  φ200 GX   甲切管 L=680mm，乙切管 L=770mm

土被り    H=0.70m

T

Lp=1.0m
(1)(1)Lp=1.0m

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

G-Link×2

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

G-Link×1

GX 曲管 φ150×22 1/2°(HB)

GX 曲管 φ150×90°(HB) FCDﾌﾗﾝｼﾞ蓋φ150(7.5K･形式1)

ﾒﾀﾙｼｰﾄ仕切弁 φ150(7.5K)GX 短管2号 φ150(7.5K･形式2)

  4m以上離れた位置を掘削して行うこと
※切管作業は不断水簡易仕切弁より

4,000
※

GX-G 乙切管 φ150×1,090

GX-G 乙切管 φ150×1,300

ﾌﾗﾝｼ蓋 φ150(7.5K･形式1)

(仮設管撤去時)

不断水簡易仕切弁 φ200(DIP用)

(仮設時施工)

GX 曲管 φ150×45°(VB)(既設材転用)

G-Link×1

GX 両受曲管 φ150×45°(VB)(既設材転用)

GX 受挿し片落管 φ200×φ150(既設材転用)

GX-G 乙切管 φ150×1,000(既設材転用)

(既設鋳鉄管切断工 φ200 2口)

GX 両受短管 φ150(既設材転用)

T
φ150mm DIP

-GX

本設配管図(1)

Lp=1.0m(1)

GX 直管 φ150×5,000×22本

GX 両受ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 φ150
GX 二受T字管 φ150×φ150

G-Link×1

GX-G 甲切管 φ150×2,053 ⑦

GX 直管 φ150×5,000×2本

(GX 両受曲管 φ150×22 1/2°(HB))

6

GX-G 甲切管 φ150×2,551 ⑥

5

6

5

(既設材転用)

G-Link×1(φ200)

GX 継輪 φ150

GX-G 乙切管 φ150×860 4

GX-P 甲切管 φ150×3,667 ⑤

GX P-Link φ150

ﾌﾗﾝｼﾞ補強金具 φ150(7.5K)
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